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設定した課題ごとの分析結果
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１．若年者への地元企業への定着・UＩＪターン促進

—設定した課題ごとの分析結果—

・Ｕターン前提の補助・サポート。

・奨学金は低金利の借金と同じなので地元企業と行政で補助があればよい。

・ふるさと兼業の仕組みをつかった三沢市企業や団体の兼業・副業（Ｉ・Ｊターン、移住定住）。

・インターネット、ＳＮＳ等を活用した求人情報・企業情報（ストロングポイント）の発信。

・県外へ出た人が戻って来れるシステム

・高等教育の場・雇用者教育の場の創出

・広域連携による求人情報発信

・地域就職者への奨学金返還支援

・大学進学率は上昇傾向にあるが、高校卒業後の進学先が少なく、転出せざるを得ない。

・就きたい仕事が見つからないため高校卒業者の県外就職率が高い。(関東地方が全体の６割を占める)

・奨学金の返済のため、求人票の給料が高い都会を選びやすい。

・賃金や雇用条件の外に、三沢に住み、暮らすことの魅力やメリットの発信が必要。

■県外大学に進学した学生のインターンシ

ップ受け入れ体制の構築・情報発信

■ハローワークみさわ管内とそれ以外の地

域との連携による求人情報発信

■奨学金の返還を支援する企業をサポート

■前回の会議での意見（要約）

■ポイント 【有効な打ち手】【有効な打ち手】

■地元企業への定着を促進するには、地域の子供たちや、就職のため県外へ出て行った人たちが、地元で働
ききたいと思う要素を増やしつつ、Ｉターン、Ｊターンを希望する人材へ広く情報発信を行う必要がある。

■分析から分かったこと
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—設定した課題ごとの分析結果—

・首都圏の企業に比べて劣ってしまう勤務条件のカバーとして、自社の良い所（強み）の発信。

・今の時代に合った働き方や、スピード感にあわせた職場環境の整備・働き方改革。

・研修に出して終わり、ではなく、いかに学んできたことをアウトプットさせるか。

・インターネット等を活用した求人や支援ができれば、より広域での地域間連携ができる。

・人材育成のサポート（地域・同業者・官民）

・ＩＴ化の推進とそれに係る伴走型支援

・眠っている人材の掘り起し

・働きやすい職場環境づくり

・全国的に労働人口が減少している。人口減少・高齢化の進行の影響によるものと考えられる。

・勤務時間や休日など勤務条件の見直しや柔軟な働き方など、求職者のニーズに合わせた環境整備。

・ＩＴ化も人材育成も大事なのはわかるが、個々の企業が行うには限度がある。

・事業主の高齢化と後継者不在による閉店・廃業はこれから増加していく。

■前回の会議での意見（要約）

■ポイント 【有効な打ち手】【有効な打ち手】

２．人材育成、確保、地元企業の基盤維持

■分析から分かったこと

■地元企業の人材育成・確保については、働き手が減少していることもあり、地域で積極的に取り組む必要
がある。地元企業の基盤維持についても、柔軟な働き方に対応した働き方改革を推進する必要がある。

■企業の基盤整備に対するサポート

■WEB、SNS等を活用した情報発信

■三沢地区雇用対策協議会と連携した、人
材育成事業や地域間交流事業の展開
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—設定した課題ごとの分析結果—

■コロナ禍に続き、各種物価高騰によって影響を受けている地元企業と地域住民への支援と、雇用の場の拡
大となる企業誘致活動の強化を図る必要がある。

・地域のことは地域の人が考え、若い人たちの意見を取り入れ再生していくと人が集まってくる。

・地元企業への支援＝地域住民への生活支援

・リフォーム補助金の決算額残余

・立地企業が自治体にもたらす経済波及効果

・コロナ・物価高騰で疲弊している中小企業への支援が、地域住民への生活支援にもつながる

・住宅リフォーム補助金の減額によって利用者が伸びず、地元企業者の受注に影響があった。

・企業を誘致できると、新たな市民雇用と移住定住の促進にもなり、人口の増加につながる。

■中小企業へ引き続き行政からの経済支援

■住宅リフォーム補助金上限額の再考

■企業誘致活動の強化

■前回の会議での意見（要約）

■ポイント 【有効な打ち手】【有効な打ち手】

３．その他の課題（物価高騰対策等）

■分析から分かったこと



設定した課題ごとに取り組む事項
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１．若年者への地元企業への定着・UＩＪターン促進

—設定した課題ごとの提言内容と取り組む事項—

・県外へ出た人が戻って来れるシステム

・高等教育の場・雇用者教育の場の創出

・広域連携による求人情報発信

・地域就職者への奨学金返還支援

【ポイント】 【有効な打ち手】

提言内容

②高校卒業後の進学先確保、地元就職支援
・県外大学と連携し、企業情報を提供
・
・
・

③求人・企業情報の幅広い発信
・ハローワークを軸に広域で連携し、ＷＥＢ等を活用した企業情報の発信に対するサポート
・
・
・

■県外大学に進学した学生のインターンシ

ップ受け入れ体制の構築・情報発信

■ハローワークみさわ管内とそれ以外の地

域との連携による求人情報発信

■奨学金の返還を支援する企業をサポート
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—設定した課題ごとの提言内容と取り組む事項—

提言内容

④人材育成への取組支援
・ＩＴ等各種人材育成セミナー開催、専門家の派遣
・
・

⑤時代に合った「柔軟な働き方」支援とその情報発信
・離職者、求職者、被雇用者の働き方に関するニーズの把握
・
・

⑥事業承継への積極的な取組
・地域間でのマッチング等、連携体制の強化
・
・

２．人材育成、確保、地元企業の基盤維持

・人材育成のサポート（地域・同業者・官民）

・ＩＴ化の推進とそれに係る伴走型支援

・眠っている人材の掘り起し

・働きやすい職場環境づくり

【ポイント】 【有効な打ち手】

■企業の基盤整備に対するサポート

■WEB、SNS等を活用した情報発信

■三沢地区雇用対策協議会と連携した、人
材育成事業や地域間交流事業の展開
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—設定した課題ごとの提言内容と取り組む事項—

提言内容

⑦原油価格・物価高騰により影響を受けた中小企業へのサポート体制の構築
・事業者が活用できる制度や補助金の情報発信、制度の創設
・
・
・

３．その他の課題（物価高騰対策等）

・地元企業への支援＝地域住民への生活支援

・リフォーム補助金の決算額残余

・立地企業が自治体にもたらす経済波及効果

■中小企業へ引き続き行政からの経済支援

■住宅リフォーム補助金上限額の再考

■企業誘致活動の強化

【ポイント】 【有効な打ち手】


